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＜参考＞ 
 

１．国際勧告等との関連 

 本標準はＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１において制定された私設総合サービス網におけるパス張替網付加機

能に関する標準ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７４第３版（２００３）に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

 原文にてＣＣＩＴＴと表現されている部分をＩＴＵ－Ｔに変更した点を除き追加・修正項目はない。 

 

３．改定履歴 
 

版 数       発  行  日          改  定  内  容 

 第１版 １９９８年１１月２６日 制定 

 第２版 ２００４年 ４月２０日 国際標準の修正を反映した。 

 第３版 ２００４年 ４月２０日 国際標準の修正（ITU-Tにて ASN.1が改

版（ITU-T Rec.X208,209→X.680,690））

を反映した。 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 

（１）参照している勧告、標準等 

ＩＴＵ－Ｔ勧告： 

Ｉ．１１２、Ｉ．１３０、Ｉ．２１０、Ｚ．１００、Ｑ．９５０ 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準： 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７１、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１、 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３ 

 

ＴＴＣ標準： 

ＪＳ－１１５７２、ＪＳ－１１５８２、ＪＳ－１３８６９ 

 

 

（２）他の国内標準との関連 

なし。 

 

６．標準作成部門 

  第１版 ： 第三部門委員会 第一専門委員会 

  第２版 ： 企業ネットワーク専門委員会 

  第３版 ： 企業ネットワーク専門委員会 
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前書 
 
ＩＳＯ（国際標準化機構）とＩＥＣ（国際電気標準化会議）は世界的標準化のため専門的なシステムを組

織化したものである。ＩＳＯまたはＩＥＣのメンバとなっている各国団体は、特定の技術活動分野を扱う個

別の組織により設立された技術委員会を通じて国際標準の発展に参加している。ＩＳＯとＩＥＣの技術委員

会は、共通の関心分野で協力している。他の国際機関、政府そして非政府もまたＩＳＯとＩＥＣと連絡を取

り合ってこの作業に加わっている。 

 

 情報技術分野において、ＩＳＯとＩＥＣは合同技術委員会、つまりＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１を設立した。

合同技術委員会により採用された国際標準案は、投票のため各国団体に照会される。国際標準として発行す

るには投票した各国団体の少なくとも７５％の賛成が必要である。 

 

 国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７４は、情報技術を扱う合同技術委員会ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１の通

信とシステム間の情報交換を検討する分科会ＳＣ６により作成された。 

 

 付属資料Ａ,Eは本標準に必要な部分である。付属資料ＢからＤは参考である。 

 

序文 
 

 本標準は私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）に適用するサービスと信号プロトコルを定義する標準シリーズ

の一つである。このシリーズはＩＴＵ－Ｔで開発したＩＳＤＮの概念を使用し、ＩＳＯ／ＩＥＣにより定義

されている解放型システム間相互接続に準拠している。 

この標準は、パス張替網付加機能をサポートするためのＱ参照点で使用する信号プロトコルを定義している。 
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１ 規定範囲 
 本標準は、私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）の中で接続された私設総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ）の

間のＱ参照点においてパス張替網付加機能（ＡＮＦ－ＰＲ）をサポートするための信号手順を定義するもの

である。 
 
 ＡＮＦ－ＰＲは確立済みの呼に適用され、ＰＩＮＸ間のコネクションを新しいコネクションに張り替える

ことを許可する機能である。 
 
 Ｑ参照点は、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１で定義されている。 
 
 サービス仕様はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０で定義される手順にしたがって、３つのステージで構成される。

本標準はＱ参照点のステージ３の仕様を含んでいて、ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３のステージ１とステージ

２仕様によって定義された要求条件を満足している。 
 
 ＡＮＦ－ＰＲのための信号プロトコルは、ＪＳ－１１５７２注記で定義された基本回線交換呼制御の信号プ

ロトコルの上で動作し、ＪＳ－１１５８２で定義された付加サービス制御の汎用手順の一部を使用する。 
 
 本標準はまた、ＡＮＦ－ＰＲと他の付加サービスまたはＡＮＦとの間のＱ参照点での相互作用をサポート

するための追加の信号プロトコル要求条件を定義する。 
 
 本標準はＰＩＳＮを形成するために相互接続するＰＩＮＸに適用できる。 
 
２ 適合 
 本標準に適合するために、ＰＩＮＸは付属資料Ａのプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式で認識さ

れる要求条件を満足するべきである。 
 
３ 参考文献 
 以下に示す標準は、参照により本標準の一部を構成する部分を含んでいる。発行時点では、以下の標準が

有効であった。すべての標準は改訂されることがあるため、本標準の関係者は以下の標準群の最新版を適用

できるかの調査を行い、合意した上で本標準への適用に努めるべきである。ＩＥＣとＩＳＯのメンバは常に

有効な標準の登録を維持している。 

 
 

 

                  

注記：本標準の全ての範囲において用語“ＪＳ－１１５７２”は同等機能を有する標準“ＪＴ－Ｑ９３１－

ａ”と読み替えて適用することが可能である。 
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ＪＳ－１１５７２： 

2003、私設総合サービス網（回線交換ベアラサービス）－ＰＢＸ間信号プロトコル レ

イヤ３仕様 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４： 

1994、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網－回線交換 64kbit/sベ

アラサービス－サービス記述、機能モデルと情報フロー 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１： 

1994、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網 参照構成－Part1：

ＰＩＳＮ交換機（ＰＩＮＸ） 

ＪＳ－１１５８２： 

2003、私設総合サービス網（付加サービスのための汎用機能手順）－ＰＢＸ間信号プ

ロトコル 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３： 

1995、 電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網－ＰＢＸ間信号手順

とプロトコル－サービス記述、機能モデルと情報フロー－パス張り替え網付加

機能 
ＪＳ－１３８６９： 

1997、私設総合サービス網（通信中転送付加サービス）－ＰＢＸ間プロトコル 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２： 

ＩＳＤＮ用語「ブルーブック」 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２１０： 

ＩＳＤＮより提供される電気通信サービスの原則とその記述記法「ブルーブック」 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００： 

仕様記述言語「ブルーブック」 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５０： 

1993、ディジタル加入線信号方式Ｎｏ．１－付加サービスのプロトコル、構造および

一般原則 
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４ 定義 
 本標準は以下の定義を適用する。 
 
４．１ 外部定義 

 本標準は他の標準で定義された以下の用語を使用する。 
 
 －ＡＮＦ－ＰＲユーザ    （ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３） 

 －アプリケーションプロトコルデータユニット  （ＪＳ－１１５８２） 

 －基本サービス     （ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２１０） 

 －呼、基本呼     （ＪＳ－１１５８２） 

 －コネクション     （ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３） 

 －入ゲートウェイＰＩＮＸ    （ＪＳ－１１５７２） 

 －インタプリテーションＡＰＤＵ   （ＪＳ－１１５８２） 

 －ネットワークファシリティ拡張子（ＮＦＥ）  （ＪＳ－１１５８２） 

 －新コネクション     （ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３） 

 －旧コネクション     （ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３） 

 －発ＰＩＮＸ     （ＪＳ－１１５７２） 

 －出ゲートウェイＰＩＮＸ    （ＪＳ－１１５７２） 

 －私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）   （ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１） 

 －私設総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ）  （ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１） 

 －信号（Signaling）    （ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２） 

 －付加サービス     （ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２１０） 

 －付加サービス制御エンティティ   （ＪＳ－１１５８２） 

 －着ＰＩＮＸ     （ＪＳ－１１５７２） 

 －中継ＰＩＮＸ     （ＪＳ－１１５７２） 

 －トロンボーンコネクション   （ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３） 

 －ユーザ（ＡＮＦ－ＰＲユーザを除く）  （ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４） 

 

４．２ その他の定義 

４．２．１ 分岐ＰＩＮＸ 

 保持されていたコネクションがそこで終了し、新コネクションが開始される中継ＰＩＮＸ。 
 
４．２．２ 協力ＰＩＮＸ 

 その呼に関連して他のエンドＰＩＮＸに向けて新コネクションの確立を開始するエンドＰＩＮＸ。 
 
４．２．３ エンドＰＩＮＸ 

 １つの呼に関して、中継ＰＩＮＸとして動作しないＰＩＮＸ。いわゆる発ＰＩＮＸ、着ＰＩＮＸ、入ゲー

トウェイＰＩＮＸまたは出ゲートウェイＰＩＮＸ。 
 
４．２．４ 前位ＰＩＮＸ 

 特定のＰＩＮＸにとって旧コネクション上で協力ＰＩＮＸ方向に隣接しているＰＩＮＸ。 
 
 注１－これ自体が協力ＰＩＮＸまたは中継ＰＩＮＸにもなりえる。 
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４．２．５ 張替コネクション 

 保持されずに新コネクションによって張り替えられた旧コネクションの１部。 
 
４．２．６ 要求ＰＩＮＸ 

 ＡＮＦ－ＰＲを起動し、新コネクションがこの方向にルーチングされるエンドＰＩＮＸ。 
 
４．２．７ 保持コネクション 

 保持されたままで、新コネクションによって張り替えられなかった旧コネクションの１部。 
 
４．２．８ 後位ＰＩＮＸ 

 特定のＰＩＮＸにとって旧コネクション上で要求ＰＩＮＸ方向に隣接しているＰＩＮＸ。 
 
 注２－これ自体が要求ＰＩＮＸまたは中継ＰＩＮＸにもなりえる。 
 
５ 略語一覧 
 

ＡＮＦ Additional Network Feature 

網付加機能 

 

ＡＮＦ－ＰＲ Path Replacement additional network feature 

パス張替網付加機能 

 

ＡＰＤＵ  Application Protocol Data Unit 

アプリケーションプロトコルデータユニット 

 

ＡＳＮ．１  Abstract Syntax Notation One 

抽象構文記法１ 

 

ＩＳＤＮ  Integrated Services Digital Network 

サービス総合デジタル網 

 

ＮＦＥ  Network Facility Extension 

ネットワークファシリティ拡張子 

 

ＰＩＣＳ  Protocol Implementation Conformance Statement 

プロトコル実装適合性宣言 

 

ＰＩＳＮ  Private Integrated Services Network 

私設総合サービス網 

 

ＰＩＮＸ  Private Integrated Services Network Exchange 

私設総合サービス網交換機 

 

ＳＤＬ  Specification and Description Language 

仕様記述言語 
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ＳＳ－ＣＴ  Call Transfer supplementary service 

通信中転送付加サービス 

 

６ ＡＮＦ－ＰＲ提供のための信号プロトコル 
６．１ ＡＮＦ－ＰＲ概要 

 ＡＮＦ―ＰＲは、既に確立した呼に対してＡＮＦ―ＰＲユーザがＰＩＳＮ内で呼のコネクションを新しい

コネクションに張り替えることを可能とする。新コネクションの確立に一定の条件を満たす場合、ＡＮＦ―

ＰＲは他の付加サービスまたはＡＮＦと共に使用される。特に明確な条件がない場合、新コネクションは基

本呼の確立に適用されるルーチング規則を使用することで確立される。 
 
注３－ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６３の付属資料ＡはＡＮＦ―ＰＲが使用される状況および新コネクション

の選択を決定する基準についての例を挙げている。 
 
 要求ＰＩＮＸは協力ＰＩＮＸに新コネクションの確立を要求する。成功ならば旧コネクションを新コネク

ションと張り替える。 
 
注４－要求ＰＩＮＸは１つの呼に関連するエンドＰＩＮＸ、例えば発ＰＩＮＸまたは着ＰＩＮＸまたは別の

ネットワークとインタワークした場合の入ゲートウェイＰＩＮＸまたは出ゲートウェイＰＩＮＸに

なりえる。 
 
 その方向に特定の条件が成立する場合、オプションとして協力ＰＩＮＸから中継ＰＩＮＸまでの１つまた

は複数の旧コネクション要素を保持するための手順とコーディングを規定する。新コネクションは協力ＰＩ

ＮＸから要求ＰＩＮＸまででなく、その中継ＰＩＮＸから要求ＰＩＮＸ間で確立する。 
 
６．２ ＡＮＦ―ＰＲ要求条件 

６．２．１ 協力ＰＩＮＸの要求条件 

ＡＮＦ―ＰＲはＪＳ－１１５７２で定義されたプロトコル制御状態が「通信中」であるときに適用される。 

 

注５－「通信中」状態へはＪＳ－１１５７２の呼確立手順の結果として、おそらくは付加サービスとＡＮＦ、

またはどちらかの手順と関連して遷移する。 

 

 ＰＩＮＸ間リンクの出側の呼確立のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御手順が新コネクションの確

立に適用される。呼解放のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御手順が、新コネクションへの張り替えが

成功した時の旧コネクションの解放に適用される。 

 エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手

順を適用する。 
 
６．２．２ 要求ＰＩＮＸの要求条件 

 ＡＮＦ―ＰＲはＪＳ－１１５７２で定義されたプロトコル制御状態が「通信中」である呼に適用される。 
 
注６－「通信中」状態へはＪＳ－１１５７２の呼確立手順の結果として、おそらくは付加サービスとＡＮＦ、

またはどちらかの手順と関連して達する。 
 
 ＰＩＮＸ間リンクの入側の呼確立のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御手順が新コネクションの確
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立に適用される。呼解放のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御手順が、新コネクションへの張り替えが

成功した時の旧コネクションの解放に適用される。 
 
 エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手

順を適用する。 
 
６．２．３ 中継ＰＩＮＸの要求条件 

６．２．３．１ 張替コネクションに関する中継ＰＩＮＸ 

 ＡＮＦ―ＰＲは（入と出の）２リンクにおいてＪＳ－１１５７２で定義されたプロトコル制御状態が「通

信中」であり、ＪＳ－１１５７２で定義された呼制御状態が「ＴＣＣ通信中」である呼に適用される。 
 
注７－「通信中」状態へはＪＳ－１１５７２の呼確立手順の結果として、おそらくは付加サービスとＡＮＦ、

またはどちらかの手順と関連して達する。 
 
 中継ＰＩＮＸの呼解放のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御および呼制御手順が、新コネクションへ

の張り替えが成功した時の旧コネクションの解放に適用される。 
 
 中継ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順

を適用する。ＡＮＦ―ＰＲに関する要求条件は、ネットワークファシリティ拡張子（ＮＦＥ）で指示される

宛先が中継ＰＩＮＸでないファシリティ情報要素を通過させることに限られる。 
 
６．２．３．２ 新コネクションに関する中継ＰＩＮＸ 

 中継ＰＩＮＸの呼確立のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御および呼制御手順が、新コネクションの

確立に適用される。 
 
 中継ＰＩＮＸの呼解放のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御および呼制御手順が、ＡＮＦ－ＰＲの完

了が失敗したときに新コネクションの解放に適用される。 
 
 中継ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順

を適用する。ＡＮＦ―ＰＲに関する要求条件は、ネットワークファシリティ拡張子（ＮＦＥ）で指示される

宛先が中継ＰＩＮＸでないファシリティ情報要素を通過させることに限られる。 
 
６．２．３．３ 保持コネクションに関する中継ＰＩＮＸ 

 旧コネクション（６．６節参照）の部分保持のためにオプションの手順がサポートされるならば以下の手

順が適用される。 
 
 ＡＮＦ―ＰＲは（入と出の）２リンクにおいてＪＳ－１１５７２で定義されたプロトコル制御状態が「通

信中」であり、ＪＳ－１１５７２で定義された呼制御状態が「ＴＣＣ通信中」である呼に適用される。 
 
注８－「通信中」状態へはＪＳ－１１５７２の呼確立手順の結果として、おそらくは付加サービスとＡＮＦ、

またはどちらかの手順と関連して達する。 
 
 中継ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順

を適用する。 
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６．２．３．４ 分岐ＰＩＮＸ 

 旧コネクション（６．６節参照）の部分保持のためにオプションの手順がサポートされるならば以下の手

順が適用される。 
 
 ＡＮＦ―ＰＲは（入と出の）２リンクにおいてＪＳ－１１５７２で定義されたプロトコル制御状態が「通

信中」であり、ＪＳ－１１５７２で定義された呼制御状態が「ＴＣＣ通信中」である呼に適用される。 
 
注９－「通信中」状態へはＪＳ－１１５７２の呼確立手順の結果として、おそらくは付加サービスとＡＮＦ、

またはどちらかの手順と関連して達する。 
 
 ＰＩＮＸ間リンクの出側の呼確立のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御手順が新コネクションの確

立に適用される。呼解放のためのＪＳ－１１５７２プロトコル制御手順が、新コネクションへの張り替えが

成功した時の張り替えられたコネクションの解放に適用される。 
 
 中継ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順

を適用する。 
 
６．３ ＡＮＦ―ＰＲコーディング要求条件 

６．３．１ オペレーション 

表１/JS-13874のＡＳＮ．１で規定されている以下のオペレーションを適用する。 
 記法は ITU-T Rec. X.680,X.690に従う。ITU-T Rec. X.208,X.209に代わるバージョ
ンは添付資料 E.にある。 

表１/JS-13874 ＡＮＦ―ＰＲをサポートするオペレーション 
 
Path-Replacement-Operations-asn1-97 

{iso standard pss1-path-replacement(13874) pr-operations-asn1-97(1)} 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS::= 
 
BEGIN 
 
IMPORTS OPERATION,ERROR FROM Remote-Operation-information-Objects 
 {joint-iso-ITU-T(2) remote-operations(4) 

 informationObjects(5) version1(0)} 
  Extension Extension{}FROM 

 Manufacturer-specific-service-extension-class-asn1-97 
   {iso standard 
   pss1-generic-procedures(11582) msi- class-asn1-97 (11)} 
  notAvailable,supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
   FROM General-Errors-List 
   {ITU-T recommendation q 950 general-error-list(1)} 
  PartyNumber FROM Addressing-Data-Elements-asn1-97 
   {iso(1) standard(0) pss1-generic-procedures(11582) 

addressing-data-elements-asn1-97(20)} 
 
Path-Replacement-Operations OPERATION::={ 
PathReplacePropose | pathReplaceSetup | pathReplaceRetain | pathReplaceInvite} 
 
PathReplaceInvite OPRATION ::={ 
   ARGUMENT  Dummyarg 
   RETURN RESULT FALSE 
   ERRORS{ 
    notAvailable | 
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    temporarilyUnavailable | 
    supplementaryServiceInteractionNotAllowed | 
    criteriaPermanentlyUnachievable | 
    criteriaTemporarilyUnachievable | 
    invalidReroutingNumber | 
    unrecognizedCallIdentity | 
    establishmentFailure | 
    collision | 
    unspecified } 
   ALWAYS RESPONDS FALSE 
   CODE   local:86} 
 
PathReplacePropose OPERATION::={ 
   ARGUMENT   PRProposeArg 

   RETURN RESULT FALSE 
   ERRORS{ 
    notAvailable, 
    temporarilyUnavailable, 
    supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
    criteriaPermanentlyUnachievable, 
    criteriaTemporarilyUnachievable, 
    invalidRerouteingNumber, 
    unrecognizedCallIdentity, 
    establishmentFailure, 
    collision, 
    unspecified 
    } 
   ALWAYS RESPONDS FALSE 
   CODE   local:4} 
 
PathReplaceSetup OPERATION::={ 
   ARGUMENT  PRSetupARG 
   RESULT  DummyResult 
   ERRORS{ 
    criteriaPermanentlyuUnachievable, 
    criteriaTemporarilyUnachievable, 
    invalidRerouteingNumber, 
    unrecognizedCallIdentity, 
    temporarilyUnavailable, 
    unspecified 
    } 
   CODE  local:5} 
 
PathReplaceRetain OPERATION::={ 
   ARGUMENT  PRRetainArg 
   RESULT  DummyResult 
   ERRORS{ 
    notAvailable, 
    temporarilyUnavailable, 
    supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
    criteriaPermanentlyUnachievable, 
    criteriaTemporarilyUnachieveable, 
    invalidRerouteingNumber, 
    unrecognizedCallIdentity, 
    establishmentFailure, 
    unspecified 
    } 
   CODE  local:6} 
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PRProposeArg::=  SEQENCE{ 
    callIdentity  CallIdentity, 
    rerouteingNumber  PartyNumber, 
    extension CHOICE{ 

single [1]IMPLICIT Extension{{PRExtSet}}, 
multiple [2]IMPLICIT SEQUENCE OF 

Extension{{PRExtSet}} 
                             }OPTIONAL 
   } 
PRSetupArg::=  SEQUENCE{ 
    callIdentity  CallIdentity, 
    extension  CHOICE{ 

single [1]IMPLICIT Extension{{PRExSet}}, 
multiple [2]IMPLICIT SEQUENCE OF 

 Extension{{PRExSet}} 
                             }OPTIONAL 
   } 
PRRetainArg::=  SEQUENCE{ 
    callIdentity  CallIdentity, 
    rerouteingNumber  PartyNumber, 
    extension  CHOICE{ 

single [1]IMPLICIT Extension{{PRExSet}}, 
multiple [2]IMPLICIT SEQUENCE OF 

 Extension{{PRExSet}} 
                             }OPTIONAL 
   } 
 
DummyResult::=  CHOICE{ 
      null  NULL, 

single  [1]IMPLICIT Extension{{PRExSet}}, 
multiple [2]IMPLICIT SEQUENCE OF 

     Extension{{PRExSet}} 
                         } 
 
DummyArg::=  CHOICE{ 
      null  NULL, 

single  [1]IMPLICIT Extension{{PRExSet}}, 
multiple [2]IMPLICIT SEQUENCE OF 

     Extension{{PRExSet}} 
                         } 
 
PRExtSet EXTENSION::={…} 
 
CallIdentity::=  NumericString(SIZE(1..4)) 
 
 
temporarilyUnavailable 

  ERROR::={CODE local:1000} 

--オペレーションが一時的に利用できず、他のエラーが適用できないときに使用される。

再試行により成功するかもしれない。 

 
collision         
 ERROR::={CODE local:1001} 

--pathReplacementPropose インボークＡＰＤＵを既に pathReplacementPropose イン

ボークＡＰＤＵを送信したＰＩＮＸが受信したときに使用される。 

 
criteriaPermanentlyUnachievable 
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 ERROR::={CODE local:1002} 
--必要なリソースを永久に利用できないため、要求された特別な基準が満たされなかっ

たときに使用される。 

 
criteriaTemporarilyUnachievable 
 ERROR::={CODE local:1003} 

--必要なリソースを一時的に利用できないため、要求された特別な基準が満たされな

かったときに使用される。再試行により成功するかもしれない。 

 
invalidRerouteingNumber    

ERROR::={CODE local:1004} 
--新コネクションのルーチングのための着番号情報要素が正しくなかったために新コネ

クションの確立が失敗したときに使用される。 

 
unrecognizedCallIdentity    

ERROR::={CODE local:1005} 
--要求ＰＩＮＸにおいて、旧コネクションと共同できなかったために新コネクションの

確立が失敗したときに使用される。 

 
establishmentFailure      

ERROR::={CODE local:1006} 
--新コネクションの確立が失敗し、他のエラーが適用されないときに使用される。 

 
unspecified ERROR::={ 

PARAMETER Extension{{PRExtSet}} 
CODE  local:1008}     

--製造者の特別なエラーをおそらくは他の情報とともに伝えるために使用される。 

 
END  --PathReplacementオペレーションの終了
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６．３．２ 情報要素 

６．３．２．１  ファシリティ情報要素 

  ６．３．１節で定義されたオペレーションＡＰＤＵは ＪＳ－１１５８２の規定に従ってファシリティ情

報要素内で符号化される。 

 

  pathReplacePropose及び pathReplaceSetupインボークＡＰＤＵを転送する場合は NFEを付与する。 

 

  pathReplacePropose インボークＡＰＤＵを転送する場合は  NFE の destinationEntity データ要素

に”endPINX”値を設定する。 

 

  pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵを転送する場合は NFEは省略する。 

 

  PathReplaceSetup インボークＡＰＤＵを転送する場合はインタプリテーションＡＰＤＵを付与し

“clearCallIfAnyInvokePduNotRecognized”値を設定する。他のリモートオペレーションＡＰＤＵを転送す

る場合はインタプリテーションＡＰＤＵを省略するか又は“rejectAnyUnrecognizedInvokePdu”値を設定す

る。 

 

６．３．２．２  他の情報要素 

  新コネクションを確立する間、以下の情報要素を使用する。旧コネクションの解放はＪＳ－１１５７２の

規定に従って符号化される。 

 

－  伝達能力 

－  着番号 

－  理由表示 

－  送信完了 

 

６．３．３  メッセージ 

  ファシリティ情報は、転送できる基本呼のメッセージが無なければ、ＪＳ－１１５８２の規定に従って

「ファシリティ」メッセージにより転送される。 

 

  新コネクションを確立し、旧コネクションを解放する間、ＪＳ－１１５７２の規定に従って以下のメッ

セージを使用する。 

 

－  「呼設定受付」 

－  「応答」 

－  「応答確認」 

－  「切断」 

－  「解放」 

－  「解放完了」 

－  「呼設定」 
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６．４  ＡＮＦ－ＰＲ状態定義 

６．４．１  要求ＰＩＮＸの状態 

  要求ＰＩＮＸでの手順は 特定の呼の関連において そのＰＩＮＸのＡＮＦ－ＰＲ機能エンティティ内に

在る以下の状態に即して記述される。 

 

６．４．１．１  「ＰＲ－要求－空き」（PR-Req-Idle） 

  ＡＮＦ－ＰＲを起動していない状態。 

 

６．４．１．２  「ＰＲ－要求－開始」（PR-Req-Initiated） 

  協力ＰＩＮＸへ pathReplaceProposeインボークを送信した状態。 

 

６．４．１．３  「ＰＲ－要求－完了」（PR-Req-Completing） 

  新コネクションが確立し pathReplaceSetupリターンリザルトを協力ＰＩＮＸへ送信した状態 

 

６．４．２  協力ＰＩＮＸの状態 

  協力ＰＩＮＸでの手順は 特定の呼の関連において そのＰＩＮＸのＡＮＦ－ＰＲ機能エンティティ内に

在る以下の状態に即して記述される。 

 

６．４．２．１  「ＰＲ－協力－空き」（PR-Coop-Idle） 

  ＡＮＦ－ＰＲを起動していない状態。 

 

６．４．２．２  「ＰＲ－協力－確立」（PR-Coop-Establishment） 

  新コネクションの確立に関与する pathReplaceSetupインボークＡＰＤＵを送信した状態。 

 

６．４．２．３  「ＰＲ－協力－保持」（PR-Coop-Retain） 

  pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵを後位ＰＩＮＸに送信した状態。 

 

６．４．３  保持されたパス上の中継ＰＩＮＸ(分岐ＰＩＮＸを含む)状態 

  パスを保持する中継ＰＩＮＸでの手順は特定の呼の関連において そのＰＩＮＸのＡＮＦ－ＰＲ機能エン

ティティ内に在る以下の状態に即して記述される。 

 

６．４．３．１  「ＰＲ－中継－空き」(PR-Transit-Idle) 

 ＡＮＦ－ＰＲを起動していない状態。 

 

６．４．３．２  「ＰＲ－中継－確立」（PR-Transit-Establishment） 

  新コネクションの確立に関与する pathReplaceSetupインボークＡＰＤＵを送信した状態。 

 

６．４．３．３  「ＰＲ－中継－保持」（PR-Transit-Retain） 

  pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵを後位ＰＩＮＸに送信した状態。 
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６．５  ＡＮＦ－ＰＲ信号手順 

  以下は完全なコネクションの張り替えをサポートする信号手順の仕様である。旧コネクションの部分張り

替えに関する追加オプションの手順は６．６節に仕様を記す。 

 

  メッセージシーケンス例は付属資料ＣのＣ．１節とＣ．２節を参照のこと。 

 

６．５．１  要求ＰＩＮＸでの動作 

  手順を示すＳＤＬ表現は付属資料ＤのＤ.１を参照のこと。 

 

６．５．１．１  正常手順 

 プロトコル制御の状態が「通信中」の呼においてＡＮＦ－ＰＲが起動された際、  要求ＰＩＮＸは「ファ

シリティ」メッセージにて pathReplaceProposeインボークＡＰＤＵを協力ＰＩＮＸへ送信し、 状態を「ＰＲ

－要求－開始」とする。引数内の reroutingNumber データ要素にはＰＩＳＮ上での番号計画(ＩＳＯ／ＩＥＣ 

１１５７１参照)に沿った番号を設定する。その番号は「呼設定」メッセージでの着番号情報要素の内容とし

て使用された際に、要求ＰＩＮＸへの新コネクションでのルーチングを満足しなければならない。callIdentiy 

データ要素には特定のＡＮＦ－ＰＲエンティティ、 つまりＡＮＦ－ＰＲを起動した呼を rerouteingNumber

データ要素と関連させて識別する番号を設定する。この番号は要求ＰＩＮＸ以外意味を持たない。 

 

注１０－callIdentiy 情報要素での番号はＡＮＦ－ＰＲ要求ＰＩＮＸで同時に動作した呼を識別するに足るも

のでなければならない。 

 
  Ｂチャネルの決定を以てＪＳ－１１５７２の手順に従い「呼設定」メッセージに応答する「呼設定受付」

を返送する。「呼設定」に pathReplaceSetup インボークＡＰＤＵが付与されている場合、要求ＰＩＮＸは  

pathReplaceSetupの引数 callIdentityデータ要素と着番号情報要素の番号情報とを関連させ、 「ＰＲ－要求－

開始」状態のＡＮＦ－ＰＲエンティティを識別し、ＡＮＦ－ＰＲエンティティを活性化した呼に「呼設定」

メッセージにより要求された新コネクションを割り当てる。 

 

  要求ＰＩＮＸは発信／着信ユーザと接続する新コネクションのＢチャネルを接続し、 旧コネクションの

Ｂチャネルを適切な方法により解放しないで保持する。 

 

注１１－旧コネクションのＢチャネルを保持する手段はインプリメントマターである。 ＩＳＯ／ＩＥＣ 

１３８６３の付属資料Ｂを参照のこと。 

 

  pathReplaceSetup リターンリザルトＡＰＤＵを新コネクションの呼番号を使用した「応答」メッセージ

にて送信し状態を「ＰＲ－要求－完了」とする。 

 

注１２－「応答」を送信した際、 新コネクションでのプロトコル制御状態は「通信中」となる。 

 

  「ＰＲ－要求－完了」状態にて旧コネクションの呼番号を使用した切断メッセージ受信した場合、 要求 

ＰＩＮＸはＪＳ－１１５７２の手順に従い旧コネクションの解放を完了し、 状態を「ＰＲ－要求－空き」

とする。呼は新コネクションを使用して「通信中」を継続する。 
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６．５．１．２  例外手順 

  「PR－要求－開始」状態で pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵ又はリジェクトＡＰＤＵが付与さ

れた「ファシリティ」メッセージを受信した場合、 状態は「PR－要求－空き」に遷移しＡＮＦ－ＰＲは棄

却される。呼は旧コネクションを使用して継続する。 

 

注１３－エラーによってはＡＮＦ－ＰＲを再起動しても良い。エラーが呼の衝突なら、起動の間隔は呼の衝

突の可能性を減少させるように取らなければならない｡ (例えば、再起動の間隔をランダムにするこ

とによって。) 

 

  ＡＮＦ－ＰＲエンティティの状態が「ＰＲ－要求－開始」での pathReplaceSetup インボークＡＰＤＵを含

む着信「呼設定」メッセージに関連する失敗の場合は、 新コネクションの解放を開始する「切断」メッセー

ジを送信する。 

「切断」メッセージに次の何れを付与するかはインプリメンテーションによる。 

 

－  理由表示情報要素での適切な理由表示番号(例えば、 ＃１ ”欠番”) 又は 

 
－ 理由表示情報要素での理由表示番号＃２９”ファシリティ拒否”及びエラー”invalidRerouiteingNumber”値

を含むリターンエラーＡＰＤＵ又は 

 
－ 理由表示情報要素での理由表示番号＃２９”ファシリティ拒否”及びエラー” unrecognizedCallIdentity ”値

を含むリターンエラーＡＰＤＵ 

 

  ＡＮＦ－ＰＲエンティティの状態が「ＰＲ－要求－開始」にて pathReplaceSetup インボークＡＰＤＵを

含む着信「呼設定」メッセージの処理は成功したが特定の理由により新コネクションが不適切な場合 (例え

ば、基準が満足されない)、 新コネクションの解放を開始する「切断」メッセージを送信する。「切断」メッ

セージには理由表示番号＃２９”ファシリティ拒否” を設定した理由表示情報要素及び該当するエラーを含

むリターンエラーＡＰＤＵを付与する。ＡＮＦ－ＰＲエンティティは「ＰＲ－要求－開始」の状態を維持す

る。 

 

注－１４  pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵの受信が期待される。 

 

  「ＰＲ－要求－開始」の状態で pathReplaceProposeインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセー

ジの受信時、  “collision” エラー値を付与して pathReplacePropose リターンエラーを返送する。状態の変

化はない。 

 

注－１５  ”collision” エラー値が付与された pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵの受信が期待で 

     きる。 

 

  「ＰＲ－要求－完了」状態にて新コネクションの呼番号を使用している「切断」メッセージを受信した場

合、要求ＰＩＮＸはＪＳ－１１５７２の手順に従って新コネクションの解放を完了し、 旧コネクションの

Ｂチャネルを発信／着信ユーザと再接続する。状態を「ＰＲ－要求－空き」とする。 
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６．５．２  協力ＰＩＮＸでの動作 

 協力ＰＩＮＸの手順のＳＤＬ表現は付属資料ＤのＤ．２を参照のこと。 

 

 
６．５．２．１  正常手順 

  プロトコル制御状態が「通信中」でＡＮＦ－ＰＲの状態が「ＰＲ－協力－空き」にて pathReplacePropose

インボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを受信した際、協力ＰＩＮＸはＡＮＦ－ＰＲの起動

可否を判断する｡ 起動可能な場合は受信した引数内の受信した引数内の rerouteingNumber情報要素の内容に

より決定したルートの出側Ｂチャネルを選択し 新コネクションの確立を試みる。Ｂチャネルが有効なら新

呼番号を使用した「呼設定」メッセージをＪＳ－１１５７２の手順に従い送信する。「呼設定」には新呼番

号と以下の情報要素を付与する。 

 

－伝達能力：旧コネクションでの伝達能力情報を付与 

 

－着番号：受信した rerouteingNumberデータ要素の引数内の番号を付与 

 

－送信完了 

 

－ファシリティ 

 

  ファシリティ情報要素は pathReplaceSetup インボークＡＰＤＵを付与する。その引数、データ要素

callIdentity は受信した pathReplacePropose インボークＡＰＤＵの引数に対応するデータ要素と同じ内容を持

つ。 

 

  協力ＰＩＮＸは適切に新コネクションのＢチャネルを保持する。 

 

注１６－新コネクションのＢチャネルの保持手段はインプリメントマターである。詳細はＩＳＯ／ＩＥＣ 

１３８６３の付属資料Ｂを参照のこと。 

 

  状態は「ＰＲ－協力－確立」に遷移する。 

 

  新コネクション確立の間ＪＳ－１１５７２のプロトコル制御手順が適用される。 

 

注１７－最初、プロトコル状態は「発呼」状態に遷移する。「呼設定受付」メッセージ受信時、「発呼受付」

状態に遷移し「応答」受信時、 「通信中」状態に遷移する。 

 

  pathReplaceSetupリターンリザルトＡＰＤＵを含む（新コネクションの呼番号を使用した）「応答」メッセー

ジの受信時、協力ＰＩＮＸは旧コネクションのＢチャネルを切断し、 代わりに発信／着信ユーザに新コネ

クションのＢチャネルを接続する。「切断」メッセージは旧コネクション呼番号を使用して送信され、  旧

コネクションの解放がＪＳ－１１５７２の手順に従って開始される。状態は「ＰＲ－協力－空き」に遷移す

る。呼は新コネクションを使用して「通信中」の呼として継続する。 
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６．５．２．２  例外手順 

  協力ＰＩＮＸが pathReplacePropose インボークＡＰＤＵに従うことができない場合、 適切エラーを持つ

pathReplaceProposeリターンエラーを含む「ファシリティ」メッセージを返送する。 

 

  新コネクションの確立が何らかの要因により失敗した場合、協力ＰＩＮＸは適切なエラー値を持つ

pathReplacePropose リターンエラーを含む「ファシリティ」メッセージを旧コネクションを使用して送信す

る。要因としては以下がある;  

 

－  新コネクションに対してＢチャネル選択不可 

 

－  pathReplaceSetup リターンエラーＡＰＤＵ又はリジェクトＡＰＤＵが無い、新コネクションの呼番号を

使用した呼解放メッセージを受信 

 

－  pathReplaceSetupリターンエラーＡＰＤＵ又はリジェクトＡＰＤＵが有る、 新コネクションの呼番号を

使用した呼解放メッセージを受信 

 

－  協力ＰＩＮＸでのタイマー満了 

 

  各々のケースで「ＰＲ－協力－空き」状態に遷移する。「通信中」の呼は旧コネクションを使用し継続。 

 

６．５．３  トロンボーンコネクションのケースの協力／要求ＰＩＮＸの動作 

  pathReplacePropose インボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージ受信時、協力ＰＩＮＸは

rerouteingNumber データ要素の引数より要求ＰＩＮＸと協力ＰＩＮＸは同一であるか判断することができる。

(例えば、トロンボーン接続が存在するか否か。)  

 

  トロンボーンコネクションの場合、新コネクションの確立とスイッチの切り替えはそのＰＩＮＸ内の仕様

とする。 

Ｑ参照点で発生する先の信号路のみ旧コネクションとして解放される。 

 

６．５．４  中継ＰＩＮＸの手順 

 ＡＮＦ－ＰＲのサボートにおいて要求される仕様は特にない。 

 

６．６  旧コネクションの部分保持に対するＡＮＦ－ＰＲオプション信号手順 

  付属資料ＣのＣ．３節からＣ．５節のメッセージシーケンス例を参照のこと。 

 

６．６．１  要求ＰＩＮＸの動作 

  以下の手順を追加し、６．５．１節を適用する。 

 

  要求ＰＩＮＸが前位ＰＩＮＸから pathReplaceRetatinインボークＡＰＤＵが含まれた「ファシリティ」メッ

セージを受信した場合、 pathReplaceRetainリターンリザルトＡＰＤＵを付与し「ファシリティ」メッセージ

を返送し、 「ＰＲ－要求－空き」状態に遷移する。 
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６．６．２  協力ＰＩＮＸでの動作 

  協力ＰＩＮＸでの手順のＳＤＬ表現は、旧コネクションの部分保持を含め付属資料 ＤのＤ．２節を参照

のこと。 

 

６．６．２．１  正常手順 

  プロトコル制御状態が「通信中」でＡＮＦ－ＰＲの状態が「ＰＲ－協力－空き」にて pathReplacePropose

インボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを受信した際、 協力ＰＩＮＸはＡＮＦ－ＰＲの継

続可否と、 後位ＰＩＮＸが与えられた基準を満足し旧コネクションを保持できるか判断する。条件があえ

ば後位局へ pathReplaceRetain インボークＡＰＤＵが付与された「ファシリティ」メッセージを送信し、「Ｐ

Ｒ－協力－保持」状態に遷移する。rerouteingNumber と callIdentity 情報要素は pathReplacePropose インボー

クＡＰＤＵにて受信した対応する情報要素と同じ内容でなければならない。 

 

注１８－後位ＰＩＮＸがリジェクトＡＰＤＵを返送するこれらのオプションの手順をサポートしない場合、

ファシリティ情報要素からのＮＦＥの省略はＡＰＤＵが後位ＰＩＮＸによって継続されることを保証する。

  

  後位ＰＩＮＸまでの旧コネクションの部分保持が出来ない場合は６．５．２節の規定に従って進められる. 

 

  後位ＰＩＮＸから pathReplaceRetainリターンリザルトＡＰＤＵが付与された「ファシリティ」メッセージ

受信時、 協力ＰＩＮＸは「ＰＲ－協力－空き」に遷移する。 

 

６．６．２．２  例外手順 

 「ＰＲ－協力－空き」状態にて後位ＰＩＮＸから pathReplaceRetainリターンエラーＡＰＤＵ又はリジェク

トＡＰＤＵが付与された「ファシリティ」メッセージを受信した場合、 協力ＰＩＮＸは 

 

－  旧コネクションの部分保持を行わず、６．５．２節の規定の従って処理する。 又は 

 

－ 要求ＰＩＮＸへ適切なエラー値を持つ pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵを付与した「ファシリ

ティ」メッセージを返送し、 「ＰＲ－協力－空き」状態に遷移する。 

 

６．６．３ コネクション保持の中継ＰＩＮＸの動作 

 付属資料ＤのＤ．３に中継ＰＩＮＸでのコネクション保持手順のＳＤＬ図を示す。 

 プロトコル制御状態が「通信中」でＡＮＦ－ＰＲの状態が「ＰＲ－中継－空き」の場合に、前位ＰＩＮＸ

から pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを受信すると、中継ＰＩＮ

Ｘは、ある基準に遭遇するまで、後位ＰＩＮＸへの旧コネクション部分の保持が可能かどうかを決定する。 

 

６．６．３．１ 後位ＰＩＮＸまでの旧コネクション保持が可能な場合 

６．６．３．１．１ 正常手順 

中継ＰＩＮＸが次の後位ＰＩＮＸまでの旧コネクションを保持可能と決定した場合は、

pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを後位ＰＩＮＸに送信し、「ＰＲ

－中継－保持」状態に遷移する。reroutingNumberと callIdentity データ要素は、受信した pathReplaceRetain

インボークＡＰＤＵの対応するデータ要素の内容と同じである。 

 

注１９－ファシリティ情報要素からＮＦＥが欠落している場合、そのＡＰＤＵは後位ＰＩＮＸによって処理
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されることが保証される。後位ＰＩＮＸがこれらのオプション手順をサポートしない場合は、リ

ジェクトＡＰＤＵを返す。 

 

 「ＰＲ－中継－保持」状態において pathReplaceRetainリターンリザルトＡＰＤＵを含む「ファシリティ」

メッセージを受信した場合、中継ＰＩＮＸは前位ＰＩＮＸに pathReplaceRetain リザルトＡＰＤＵを送り、

「ＰＲ－中継－空き」状態に遷移する。 

 

６．６．３．１．２ 例外手順 

「ＰＲ－中継－保持」状態で、後位ＰＩＮＸから pathReplaceRetainリターンエラーＡＰＤＵまたはリジェ

クトＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを受信した場合、中継ＰＩＮＸは、エラーＡＰＤＵあるい

はリジェクトＡＰＤＵの理由に依存し、以下の動作を行う。 

 

－ 後位ＰＩＮＸまでの旧コネクション保持の試みがなかったかのように、６．６．３．２節の規定に対応

した処理を始める、あるいは 

－ 前位ＰＩＮＸに pathReplaceRetain リターンエラーＡＰＤＵを送り、「ＰＲ－中継－空き」状態に遷移

する。 

 

６．６．３．２ 後位ＰＩＮＸまでの旧コネクション保持が不可能な場合 

６．６．３．２．１ 正常手順 

もし中継ＰＩＮＸが、後位ＰＩＮＸまでの旧コネクション保持を不可能であると決定するなら、受信した

引数の reroutingNumberデータ要素の内容によって決定されたルートの上に発信用のＢチャネルを選ぶこと

によって新コネクションを確立しようとすべきである。Ｂチャネルが利用可能な場合は、「呼設定」メッセー

ジがＪＳ－１１５７２の手順に従い新呼番号を使って送信される。「呼設定」は新呼番号と次に示す情報要

素を含んでいる。 

 

－ 旧コネクションに関する伝達能力情報を含む伝達能力 

－ 受信した引数の中の reroutingNumberデータ要素に含まれる着番号 

－ 送信完了 

－ ファシリティ 

 

 ファシリティ情報要素は pathReplaceSetup インボークＡＰＤＵを含んでいる。引数中のデータ要素

callIdentiy は、受信した pathReplaceRetain インボークＡＰＤＵの引数に対応するデータ要素の内容と同じ

である。 

中継ＰＩＮＸは新コネクションのＢチャンネルを適切に着信させる。 

 

注２０－新コネクションのＢチャンネルを着信させる方法はインプリメントマターである。ＩＳＯ／ＩＥＣ

１３８６３の付属資料Ｂがこれに関してもっと多くの情報を含んでいる。 

 

 「ＰＲ－中継－確立」状態に遷移する。 

新コネクション確立の際に、ＪＳ－１１５７２のプロトコル制御手順が適用される。 

 

注２１－初めにプロトコル制御は「発呼」状態に遷移する。「呼設定受付」メッセージを受信した場合、「呼

設定受付」状態に遷移し、「応答」を受信して「通信中」状態に遷移する。 
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 pathReplaceSetupリターンリザルトＡＰＤＵを含む（新コネクションの呼番号を使っている）「応答」メッ

セージを受信した場合、中継ＰＩＮＸは張替コネクションのＢチャネルを切断し、代わりに新コネクション

のＢチャネルに保持されるコネクションのＢチャネルを接続する。「切断」メッセージが張替コネクション

の呼番号を使って、張替コネクションのためにＪＳ－１１５７２の解放手順を始める。中継ＰＩＮＸは

pathReplaceRetainリターンリザルトＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを前位ＰＩＮＸに送信し、

「ＰＲ－中継－空き」状態に遷移する。呼は新コネクションを使って「通信中」の呼として継続する。 

 

６．６．３．２．２ 例外手順 

 もし中継ＰＩＮＸが pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵに応じられないならば、前位ＰＩＮＸに適切

なエラーの pathReplaceRetainリターンエラーＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを返送する。 

いかなる理由にせよ新コネクションの確立に失敗した場合、中継ＰＩＮＸは前位ＰＩＮＸに適当なエラーの

pathReplaceRetain リターンエラーＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを返送する。理由には以下

が含まれる。 

 

－ 新コネクションのためにＢチャンネル選択不可能 

－ pathReplaceSetup リターンエラーＡＰＤＵあるいはリジェクトＡＰＤＵのない新コネクションの呼番

号を使っている呼解放メッセージの受信 

－ pathReplaceSetup リターンエラーＡＰＤＵあるいはリジェクトＡＰＤＵのある新コネクションの呼番

号を使っている呼解放メッセージの受信 

－ 中継ＰＩＮＸのタイマ終了 

 

 それぞれの場合において「ＰＲ－中継－空き」状態に遷移し、そして呼は旧コネクションを使った「通信

中」の呼として継続する。 

 

６．６．４ 新コネクション又は切り替わったコネクションの中継ＰＩＮＸの動作 

 ＡＮＦ－ＰＲのサポートにおいて特別な動作は不要。 

 

６．７ 公衆網ＩＳＤＮでのインターワーキングに関するＡＮＦ－ＰＲへの影響 

同等の機能をサポートしていない公衆網ＩＳＤＮでインターワークする時、入または出ゲートウェイＰＩ

ＮＸはＰＩＳＮの中でＡＮＦ－ＰＲを実行するための協力ＰＩＮＸまたは要求ＰＩＮＸのように動作する。 

 

注２２－本標準の出版時点において、公衆網ＩＳＤＮでの同等の機能は想定されていない。 

 

６．８ 非ＩＳＤＮでのインターワーキングに関するＡＮＦ－ＰＲへの影響 

 同等の機能をサポートしていない非ＩＳＤＮでインターワークする時、入または出ゲートウェイＰＩＮＸ

はＰＩＳＮの中でＡＮＦ－ＰＲを実行するための協力ＰＩＮＸまたは要求ＰＩＮＸのように動作する。 

同等の機能をサポートしていない非ＩＳＤＮでインターワークする時、２つのネットワークはＡＮＦ－ＰＲ

のオペレーションにおいて協力するかも知れない。この場合、協力ＰＩＮＸ機能または要求ＰＩＮＸ機能の

どちらかが非ＩＳＤＮで提供されるであろう。旧、または新パスにおいて入または出ゲートウェイＰＩＮＸ

は本標準での信号特性と非ＩＳＤＮの信号プロトコル間の変換を供給する。 

同等の機能をサポートする非ＩＳＤＮでインターワークする時、要求ＰＩＮＸは非ＩＳＤＮの能力のとおり

に要素 callIdentityの値の長さを制限することが可能である。 
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６．９ ＡＮＦ－ＰＲと他の付加サービス／ＡＮＦとのプロトコル相互作用 

 

本標準が勧告された時点で勧告されている他のステージ３での付加サービスとＡＮＦプロトコル相互作

用を規定する。本標準が勧告された後、引き続いて勧告されたステージ３の付加サービスとＡＮＦの相互作

用については、それら各々のステージ３の標準を参照すること。 

 

注２３－Ｑ参照点で信号プロトコルに影響がない他の相互作用は、関連するステージ１の仕様を参照できる。 

注２４－同じメッセージにてＡＮＦ－ＰＲと他の付加サービスまたはＡＮＦのＡＰＤＵが同時に送られる

場合、それぞれがそれぞれのステージ３で勧告されている要求を満たしていれば、このこと自身は、

プロトコル上の相互作用を構成しない。 

 

６．９．１ 発信者名通知（ＳＳ－ＣＮＩＰ）との相互作用 

 相互作用なし。 

 

６．９．２ 接続先名通知（ＳＳ－ＣＯＮＰ）との相互作用 

 相互作用なし。 

 

６．９．３ ビジー時再呼出（ＳＳ－ＣＣＢＳ）との相互作用 

 相互作用なし。 

 

６．９．４ 無応答時再呼出（ＳＳ－ＣＣＮＲ）との相互作用 

 相互作用なし。 

 

６．９．５ 通話中転送（ＳＳ－ＣＴ）との相互作用 

 もしＳＳ－ＣＴがＪＳ－１３８６９のとおりにサポートされるなら、次のような相互作用が提供される。 

 

６．９．５．１ ＡＮＦ－ＰＲ要求ＰＩＮＸの動作 

６．９．５．１．１ 呼転送の起動 

必要な条件を満足するため、ＳＳ－ＣＴのインボークとして下記のイベントが考慮されるべきである。 

 

－ callTransferCompleteインボークＡＰＤＵの受信 

－ callTransferIdentifyインボークＡＰＤＵの受信 

－ callTransferInitiateインボークＡＰＤＵの受信 

－ ローカルユーザへの呼転送の起動要求 

 

 もしＰＩＮＸがＡＮＦ－ＰＲ要求ＰＩＮＸとして動作中に当該サービス起動要求を受けた場合、ＳＳ－Ｃ

Ｔは正常動作を許容される。もしＡＮＦ－ＰＲの「ＰＲ－要求－開始」状態中にＳＳ－ＣＴが起動された場

合、ＳＳ－ＣＴは旧パス上で実行される。もし「ＰＲ－要求－完了」状態中にＳＳ－ＣＴが起動された場合、

全てのＳＳ－ＣＴ要求信号は新パスで送信され、ＳＳ－ＣＴ受信信号は新旧いずれかのパスから許容される。 

もし、 pathReplacePropose インボークＡＰＤＵを送信後、ＳＳ－ＣＴが起動された場合、

pathReplaceSetup ＡＰＤＵに対して temporarilyUnavailable エラーを含むリターンエラーＡＰＤＵが返送

される。 
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注２５－これは新パスへの切替えを妨げ、そしてＳＳ－ＣＴのためのすべての信号はパス切替中に失われる

ことなく旧パス上に送信される。 

 

６．９．５．１．２ 呼転送中のＡＮＦ－ＰＲ開始 

 該当ＰＩＮＸがＳＳ－ＣＴの間に通信中転送ＰＩＮＸ、一次ＰＩＮＸあるいは二次ＰＩＮＸとして動作中

は、ＡＮＦ－ＰＲは、開始されない。 

 

６．９．５．２ ＡＮＦ－ＰＲ 協力ＰＩＮＸの動作 

６．９．５．２．１ 呼転送の起動 

 ＡＮＦ－ＰＲの「ＰＲ－協力－確立」状態または「ＰＲ－協力－保持」状態の協力ＰＩＮＸとして動作中

に callTransferComplete、callTransferIdentifyあるいは callTransferInitiateインボークＡＰＤＵを受信した場

合、ＳＳ－ＣＴは、次の信号送受信のために旧パスを使って正常に動作することを許される。 

しかし、ＡＮＦ－ＰＲ成功の結果として旧パスが解放されるなら、信号送受信は新パスを使用して行う。 

 

注２６－要求ＰＩＮＸはＳＳ－ＣＴの起動により pathReplacesSetup リターンエラーＡＰＤＵが返送され

ることによってＡＮＦ－ＰＲを正常に終了する。その結果新パスへの切替えは起こらない。 

 

「ＰＲ－協力－確立」状態のＡＮＦ－ＰＲにおいてＡＮＦ－ＰＲの協力ＰＩＮＸとして動作している間に、

ローカルユーザから行われたＳＳ－ＣＴ起動要求は次の方法のうちのいずれかで処理される。 

 

－ ＳＳ－ＣＴの要求を拒絶する 

－ ＳＳ－ＣＴの要求を処理する前にＡＮＦ－ＰＲを完了する 

－ ＡＮＦ－ＰＲを中止してＳＳ－ＣＴを継続する 

 

 「ＰＲ－協力－確立」状態の間に、ＡＮＦ－ＰＲを中止するために、協力ＰＩＮＸは新コネクションの呼

番号を使って「切断」メッセージを送信する。 

 そして、新コネクションのためにＪＳ－１１５７２の解放手順を開始し、旧コネクションの呼番号を使っ

て supplementaryServiceInteractionNotAllowedエラー値の pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵを

送り、「ＰＲ－協力－空き」状態に遷移する。 

ＡＮＦ－ＰＲの「ＰＲ－協力－保持」状態でＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸとして動作中に、ローカルユーザ

から行われたＳＳ－ＣＴ起動要求は次の方法のうちのいずれかで処理される。 

 

－ ＳＳ－ＣＴの要求を拒絶する 

－ ＡＮＦ－ＰＲが、ＳＳ－ＣＴの要求を処理する前に完了する 

 

６．９．５．２．２ 呼転送中のＡＮＦ－ＰＲの開始 

 ＳＳ－ＣＴ中、通信中転送ＰＩＮＸ、一次ＰＩＮＸあるいは二次ＰＩＮＸとして動作中に

pathReplaceProposeインボークＡＰＤＵを受信した場合、pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵが

送られるべきである。そのエラーは temporarilyUnavailableである。 

 

６．９．６ 無条件着信転送（ＳＳ－ＣＦＵ）との相互作用 

 相互作用なし。 
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６．９．７ ビジー時着信転送（ＳＳ－ＣＦＢ）との相互作用 

 相互作用なし。 

 

６．９．８ 無応答時着信転送（ＳＳ－ＣＦＮＲ）との相互作用 

 相互作用なし。 

 

６．９．９ 呼毎着信転送（ＳＳ－ＣＤ）との相互作用 

 即時呼毎着信転送との相互作用は、ＳＳ－ＣＦＵとの相互作用として６．９．６節で示される。 

呼出中呼毎着信転送との相互作用は、ＳＳ－ＣＦＮＲとの相互作用として６．９．８節で示される。 

 

６．１０ ＡＮＦ－ＰＲパラメータ値（タイマ） 

６．１０．１ タイマＴ１ 

 タイマＴ１は要求ＰＩＮＸにおいて「ＰＲ－要求－開始」状態で動作するタイマである。タイマＴ１は

pathReplacePropose インボークＡＰＤＵに対する応答がない場合を保護することを目的としている。応答

とは pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵあるいは pathReplaceSetupインボークＡＰＤＵである。 

タイマＴ１は「ＰＲ－要求－開始」状態に遷移することで起動され、その状態を終了することで停止される。 

タイマＴ１の満了により、要求ＰＩＮＸは「ＰＲ－要求－空き」状態に戻る。呼は旧コネクションを使って

「通信中」の呼として継続される。 

 タイマＴ１は３０秒以上の値を持つべきである。 

 

６．１０．２ タイマＴ２ 

 タイマＴ２は要求ＰＩＮＸにおいてが「ＰＲ－要求－完了」状態で動作するタイマである。それは旧コネ

クションを解放することに関しての失敗から保護することを目的としている。 

タイマＴ２は「ＰＲ－要求－完了」状態に遷移することで起動され、その状態を終了することで停止される。 

タイマＴ２の満了により要求ＰＩＮＸは理由表示＃３１“その他の正常クラス”を持った「切断」メッセー

ジにを送ることによって旧コネクションのクリアを始め、「ＰＲ－要求－空き」状態に戻る。呼は新コネク

ションを使って「通信中」の呼として継続される。 

 タイマＴ２は１５秒以上の値を持つべきである。 

 

６．１０．３ タイマＴ３ 

タイマＴ３は協力ＰＩＮＸあるいは中継ＰＩＮＸにおいて「ＰＲ－協力－確立」状態あるいは「ＰＲ－中

継－確立」状態で動作するオプションタイマである。タイマＴ３は新コネクションの確立失敗から保護する

ことを目的とする。 

 

注２７－この保護に対しては基本的な呼タイマによるインプリメントとの選択が可能である。 

 

 タイマＴ３は「ＰＲ－協力－確立」状態あるいは「ＰＲ－中継－確立」状態に遷移することで起動され、

その状態を終了することで停止される。 

タイマＴ３の満了時、ＰＩＮＸはＪＳ―１１５７２の手順を使って新コネクションを解放し、本標準の６．

５．２．２節あるいは６．６．３．２．２節の手順を続ける。 

タイマＴ３はプロトコル制御装置タイマＴ３１０以上の値を持つべきである。 
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６．１０．４ タイマＴ４ 

 タイマＴ４は協力ＰＩＮＸあるいは中継ＰＩＮＸにおいて「ＰＲ－協力－保持」状態あるいは「ＰＲ－中

継－保持」状態で動作する。タイマＴ４は pathReplaceRetainインボークＡＰＤＵに対する応答がない場合

を保護することを目的とする。 

タイマＴ４は「ＰＲ－協力－保持」状態あるいは「ＰＲ－中継－保持」状態に遷移することで起動され、そ

の状態を終了することで停止される。 

タイマＴ４の満了時、ＰＩＮＸは本標準の６．６．２．２節あるいは６．６．３．１．２節の手順を続ける。 

タイマＴ４は３０秒以上の値を持つべきである。 
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付属資料Ａ（規定） 
プロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式 

 

Ａ．１ はじめに 

本標準に適合したプロトコル実装の提供者は、後述するプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式を完

成しなければならない。作成するのは実装したプロトコルに該当するＰＩＣＳである。 

 

ＰＩＣＳは実装したプロトコルの能力、オプションについて作成された一覧表である。 

ＰＩＣＳには多くの利用法があり、以下のものが含まれる。 

 
 

-プロトコルを実装する者 ： 見落としによって、標準への適合に失敗する危険性を減らすための

チェックリスト。 

-実装の提供側／受け手側 ： 

（又は潜在的な受け手） 

実装におけるその能力の詳細な表示を行う時に用いる。標準へＰＩＣＳ

様式で示された理解を得るための共通の標準に対する比較として記述さ

れる。 

-実装のユーザ      ： 

(又は潜在的なユーザ) 

 

他の実装されたものと相互接続性の初期チェックを行う場合の基準とな

る。相互接続性を保証することはできないものの、ＰＩＣＳの不整合に

よって相互接続が失敗することをある程度予測することができる。 

-プロトコル試験者    ： 

 

実装適合性の要求内容を審査するために適当な試験を選択するための基

準となる。 

 

Ａ．２ ＰＩＣＳ作成の指針 

Ａ．２．１ ＰＩＣＳの全体構成 

 ＰＩＣＳ様式は、定型の質問票であり、個々の項目がグルーピングされて分けられている。それぞれの項

目は項目番号、項目名（答えるべき質問）と本標準の本文を参照するための章番号により識別される。 

“位置づけ”欄は、その項目が適用対象であるかと、その場合、必須かオプションかを示す。以下の記号

が使用される。 

 

m  必須（プロトコルの適合性のためにその能力が要求される。） 

o  オプション（プロトコルの適合性のためにその能力が要求されない。しかし、 

  その能力が実装されている時には、プロトコル仕様に適合しなければならない。） 

o.<n>  オプションであるが同じ<ｎ>の番号で示されるグループの中で少なくとも一つを 

  サポートしなければならない。 

x   禁止 

c<cond>   条件指定。条件<cond>で示される項目あるいは複数の項目のサポート状況に依存 

   する。 

<item>:m   単純要求条件。<item>で示される項目番号がサポートされている場合はオプション。 

<item>:o   単純要求条件。<item>で示される項目がサポートされている場合はオプション。 

 そうでなければ適用対象外。 

 

質問票への回答は“サポート”欄に示す選択肢（Yesまたは No）または“適用対象外”欄（N/A）のいず

れかをマークすることで行われる。 
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Ａ．２．２ 付加情報 

付加情報の項目を用いて、提供者はＰＩＣＳの解釈を助けるために、追加の情報を与えることができる。

これは大量の情報を提供することを意図したり、またＰＩＣＳはこのような情報がないと完成しないという

ことを意味するものでない。 

 

多様な条件や環境の中で利用することが可能な実装方法の一つについて、概要を記述するために用いるこ

とが（付加情報の）利用例にあげられる。 

 

付加情報項目への参照は質問事項のどの回答の後でも可能であり、また例外情報にも含まれることがある。 

 

Ａ．２．３ 例外情報 

提供者が、必須や禁止に位置づけられている項目に対して、（いくつかの条件が適用された後）要求され

ているものとは異なる方法で回答したい場合が生じるかもしれない。 

“サポート”欄に予め印刷された答えが用意されていない場合は、その代わりに提供者は例外情報項目へ

の参照のために、“サポート”欄に x.<ｉ>を記入し、例外項目に対して適当な記述をすることが要求される。 

 

このような例外項目が要求されるものの実装は、本標準には適合しない。 

上の記述のような場合が生じる一つの原因として標準の欠陥により要求項目が実装にあわず、訂正の要求

がなされていることもあり得る。 
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Ａ．３ ＰＩＣＳ様式 

Ａ．３．１ 実装の識別 
 
提供者  

ＰＩＣＳに関する問い合わせ先  

実装名と実装のバージョン  

実装を完全に識別するために必要な他の情報 

（例）装置名とバージョン、ＯＳ名 

 

 
最初の３項目はすべての実装に際して要求される。他の情報は、実装を完全に識別する要求を満たす上で、

必要に応じて記入すればよい。 

名前とバージョンは提供者の用語と適当に一致するように解釈されるべきである。 

（例：型、シリーズ、モデル） 

 

Ａ．３．２ プロトコルの要約 
 
プロトコルバージョン 1.0 

実装に関する補遺 

（もし適用が可能ならば） 

 

実装した追加規定  

例外項目の指定（Ａ．２．３参照）？ No[ ]Yes[ ] 

（Yesの場合、その実装は本標準に適合しないことを

意味する。） 

記入日  
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Ａ．３．３ 一般 

 

項目 質問／機能 参照 位置づけ N/A サポート 

Ａ１ ＡＮＦ－ＰＲの協力ＰＩＮＸとしての動作  o.1  Yes[ ]  No[ ] 

Ａ２ ＡＮＦ－ＰＲの要求ＰＩＮＸとしての動作    Yes[ ]  No[ ] 

付加情報として起動ＡＮＦ

－ＰＲの条件が与えられな

ければならない。 

Ａ３ ＡＮＦ－ＰＲの中継ＰＩＮＸとしての動作  o.1  Yes[ ]  No[ ] 

Ａ４ 機能面で協力ＰＩＮＸの実装する他のネッ

トワークとのゲートウェイＰＩＮＸとして

の動作 

6.8 o.1  Yes[ ]  No[ ]  

Ａ５ 機能面で要求ＰＩＮＸを実装する他ネット

ワークとのゲートウェイＰＩＮＸとしての

動作 

6.8 o.1  Yes[ ]  No[ ] 

Ａ６ 部分を含む旧コネクション保持手順  o  Yes[ ]  No[ ] 
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Ａ．３．４ 手順 

 

項目 質問／機能 参照 位置づけ N/A サポート 

Ｂ１ 協力ＰＩＮＸでの関連するＪＳ－１１５７

２手順のサポート 

6.2.1 A1:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ２ 要求ＰＩＮＸでの関連するＪＳ－１１５７

２手順のサポート 

6.2.2 A2:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ３ 中継ＰＩＮＸでの関連するＪＳ－１１５７

２手順のサポート 

6.2.3.1 

6.2.3.2 

A3:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ４ コネクションを保持する中継ＰＩＮＸでの

関連するＪＳ－１１５７２手順のサポート 

6.2.3.3 

6.2.3.4 

c.1 [ ] m:Yes[ ]  

Ｂ５ 協力ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.2 A1:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ６ 要求ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.1 A2:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ７ トロンボーンコネクションの場合の協力Ｐ

ＩＮＸ／要求ＰＩＮＸの手順 

6.5.3 c.2 [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ８ 旧コネクション全てを保持する場合の要求

ＰＩＮＸの追加信号手順 

6.6.1 c.4 [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ９ 部分を含む旧コネクションを保持する場合

の協力ＰＩＮＸの追加信号手順 

6.6.2 c.3 [ ] m:Yes[ ] 

Ｂ１０ 部分を含む旧コネクションを保持する場合

の中継ＰＩＮＸの追加信号手順 

6.6.3 c.1 [ ] m:Yes[ ] 

 

c.1：Ａ２またはＡ５なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.2：Ａ１かつＡ２なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.3：Ａ１かつＡ６なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.4：Ａ２かつＡ６なら必須、それ以外はＮ／Ａ 
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Ａ．３．５ 符号化 

 

項目 質問／機能 参照 位置づけ N/A サポート 

Ｃ１ path Replace Propose インボークＡＰＤＵ

送信及びリターンエラーＡＰＤＵ受信 

6.3.1,6.3.2.1 c.1 [ ] m:Yes[ ] 

Ｃ２ path Replace SetupインボークＡＰＤＵ 

送信及びリターンリザルトＡＰＤＵとリ

ターンエラーＡＰＤＵ受信 

6.3.1,6.3.2.1 c.2 [ ] m:Yes[ ] 

Ｃ３ path Replace SetupインボークＡＰＤＵ送信

及びリターンリザルトＡＰＤＵとリターン

エラーＡＰＤＵ受信 

6.3.1,6.3.2.1 c.3 [ ] m:Yes[ ] 

Ｃ４ path Replace Retain インボークＡＰＤＵ送

信及びリターンエラーＡＰＤＵ受信 

6.3.1,6.3.2.1 c.2 [ ] m:Yes[ ] 

Ｃ５ path Replace Propose インボークＡＰＤＵ

送信及びリターンリザルトＡＰＤＵとリ

ターンエラーＡＰＤＵ受信 

6.3.1,6.3.2.1 c.1 [ ] m:Yes[ ] 

Ｃ６ path Replace Retain インボークＡＰＤＵ送

信及びリターンリザルトＡＰＤＵとリター

ンエラーＡＰＤＵ受信 

6.3.1,6.3.2.1 c.4 [ ] m:Yes[ ] 

 

c.1：Ａ３かつＡ６なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.2：Ａ１かつＡ２なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.3：Ａ１かつＡ６なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.4：Ａ２かつＡ６なら必須、それ以外はＮ／Ａ 
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Ａ．３．６ タイマー 

 

項目 質問／機能 参照 位置づけ N/A サポート 

Ｄ１ タイマーＴ１のサポート 6.10.1 A2:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｄ２ タイマーＴ２のサポート 6.10.2 A2:m [ ] m:Yes[ ] 

Ｄ３ タイマーＴ３のサポート 6.10.3 c.1 [ ] o:Yes[ ] No[ ] 

Ｄ４ タイマーＴ４のサポート 6.10.4 c.2 [ ] m:Yes[ ] 

 

c.1：Ａ１または（Ａ３かつＡ６）ならオプション、それ以外はＮ／Ａ 

c.2：Ａ１または（Ａ３かつＡ６）なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

 

Ａ．３．７ ＳＳ－ＣＴとの相互作用 

 

項目 質問／機能 参照 位置づけ N/A サポート 

Ｅ１ ＳＳ－ＣＴのサポート  o [ ] Yes[ ] No[ ] 

Ｅ２ ＡＮＦ－ＰＲ要求ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴ

とＡＮＦ－ＰＲとの相互作用 

6.9.5.1 c.1 [ ] m:Yes[ ] 

Ｅ３ ＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴ

とＡＮＦ－ＰＲとの相互作用 

6.9.5.2 c.2 [ ] m:Yes[ ] 

 

c.1：Ｅ１かつＡ２なら必須、それ以外はＮ／Ａ 

c.2：Ｅ１かつＡ１なら必須、それ以外はＮ／Ａ 
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付属資料Ｂ（参考） 
 

インポートされるＡＳＮ．１定義 

 

本付属資料の内容は、他で定義される重複したＡＳＮ．１定義を削除するために削除した。 
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付属資料Ｃ（参考） 
 

メッセージシーケンス例 

 

本付属資料はＡＮＦ－ＰＲに関する代表的なメッセージの流れをいくつかに分けて説明する。以下の規約が

本付属資料の図で使用される。 

 

１． 以下の表記を使用する。 

 ＡＮＦ－ＰＲメッセージを含む基本呼メッセージ 

 ＡＮＦ－ＰＲメッセージを含まない基本呼メッセージ 

xxx.inv オペレーション xxxに関するインボークＡＰＤＵ 

xxx.rr オペレーション xxxに関するリターンリザルトＡＰＤＵ 

xxx.re オペレーション xxxに関するリターンエラーＡＰＤＵ 

 

２． 図はＰＩＮＸの間のコントロールがＡＮＦ－ＰＲで起動した議定書によってメッセージが交換される

のを見せる。ただＡＮＦ－ＰＲに関係があるメッセージだけが見せられる。 

 

３． 関連するインフォメーション内容（例えばリモートオペレーションＡＰＤＵ等）だけがそれぞれのメッ

セージ名の下にリストアップされる。リモートオペレーションＡＰＤＵを含んでいるファシリティ情

報要素は明確に見せられない。ＡＮＦ－ＰＲについての影響がないインフォメーションが示されない。 
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Ｃ．１ 正常手順のメッセージシーケンス例 

付図 C.1/JS-13874 にＡＮＦ－ＰＲの正常手順の例を示す。旧コネクションと新コネクションはそれぞれ２

つの中継ＰＩＮＸを通過している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   

   

 

  

   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         中継            中継 
旧ｺﾈｸｼｮﾝ  ＰＩＮＸ   旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 

要求 
ＰＩＮＸ 

ファシリティ 

ファシリティ pathReplacePropose.inv

pathReplacePropose.inv 

           中継            中継 
新ｺﾈｸｼｮﾝ    ＰＩＮＸ    新ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    新ｺﾈｸｼｮﾝ 

pathReplaceSetup.rr 

応答確認 
応答確認 

応答確認 

切断 
切断 

切断 解放 

解放 
解放 

解放完了 
解放完了 

解放完了 

「通信中」の基本呼 

ファシリティ 

pathReplacePropose.inv 

呼設定 

pathReplaceSetup.inv 
呼設定 

pathReplaceSetup.inv 呼設定 

pathReplaceSetup.inv 呼設定受付 
呼設定受付 

呼設定受付 

応答 
応答 

応答 
pathReplaceSetup.rr 

pathReplaceSetup.rr 

           中継            中継 
旧ｺﾈｸｼｮﾝ    ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 

「通信中」の基本呼 

協力 
ＰＩＮＸ 

 付図 C.1/JS-13874 ＡＮＦ－ＰＲの正常手順のメッセージシーケンス 
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Ｃ．２ 中継ＰＩＮＸにおいて輻輳に遭遇するメッセージシーケンス例 

付図 C.2/JS-13874 は新コネクションの中継ＰＩＮＸが輻輳のために、接続確立を続けることが不可能であ

る場合のＡＮＦ－ＰＲのオペレーションの例を示す。従ってＡＮＦ－ＰＲは失敗する。 

 

 

 

 

 

     

   

     

      

 

 

 

 

 

 

 

        

         

       

        

     

 

       

 

       

 

       

 

       

 

    

       

     

     

   

中継 
ＰＩＮＸ   新ｺﾈｸｼｮﾝ 

         中継            中継 
旧ｺﾈｸｼｮﾝ  ＰＩＮＸ   旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 

ファシリティ 

pathReplacePropose.inv ファシリティ 

pathReplacePropose.inv ファシリティ 

pathReplacePropose.inv 

呼設定 

pathReplaceSetup.inv 

呼設定受付 

切断 

解放 

解放完了 

           中継            中継 
旧ｺﾈｸｼｮﾝ    ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 

ファシリティ 

pathReplacePropose.re 
ファシリティ 

pathReplacePropose.re
ファシリティ 

pathReplacePropose.re 

「通信中」の基本呼 

「通信中」の基本呼 

協力 
ＰＩＮＸ 

要求 
ＰＩＮＸ 

 

  

付図 C.2/JS-13874 ＡＮＦ－ＰＲの輻輳時のメッセージシーケンス 
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Ｃ．３ 旧コネクションの一部を保持した正常手順のメッセージシーケンス例 

付図 C.3/JS-13874 は最初の中継ＰＩＮＸまで旧コネクションを保持したＡＮＦ－ＰＲの正常手順の例を示

す。旧コネクションと新接続はそれぞれ１つの中継ＰＩＮＸを通過する。 

 

 
         中継            中継 

旧ｺﾈｸｼｮﾝ  ＰＩＮＸ   旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 
要求 

ＰＩＮＸ 
協力 

ＰＩＮＸ 

ファシリティ 

ファシリティ pathReplacePropose.inv

pathReplacePropose.inv

           中継           

新ｺﾈｸｼｮﾝ    ＰＩＮＸ    新ｺﾈｸｼｮﾝ  

pathReplaceSetup.rr 

応答確認 
応答確認 

切断 
切断 

解放 
解放 

解放完了 
解放完了 

「通信中」の基本呼 

ファシリティ 

pathReplacePropose.inv 

pathReplaceRetain.rr 

ファシリティ 

ファシリティ 

pathReplaceRetain.inv 
呼設定 

pathReplaceSetup.inv 呼設定 

pathReplaceSetup.inv 
呼設定受付 

呼設定受付 

応答 
応答 

pathReplaceSetup.rr 

           中継          

旧ｺﾈｸｼｮﾝ    ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ  

「通信中」の基本呼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 C.3/JS-13874 旧コネクションの一部を保持するＡＮＦ－ＰＲの正常手順のメッセージシーケンス 
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Ｃ．４ 旧コネクションの一部を保持後中継ＰＩＮＸで輻輳した場合のメッセージシーケンス例 

付図 C.4/JS-13874 は最初の中継ＰＩＮＸ（分岐ＰＩＮＸ）まで旧コネクションを保持し、輻輳などにより

２番目以降の中継ＰＩＮＸで新コネクションの確立に失敗した場合のＡＮＦ－ＰＲの例を示す。 

協力ＰＩＮＸは、まったく新コネクションを使ってＡＮＦ－ＰＲ再試行は行わないのでＡＮＦ－ＰＲは失敗

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         中継            中継 
旧ｺﾈｸｼｮﾝ  ＰＩＮＸ   旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 

要求 
ＰＩＮＸ 

協力 
ＰＩＮＸ 

ファシリティ 
ファシリティ pathReplacePropose.inv

pathReplacePropose.inv 

      中継          

ＰＩＮＸ   新ｺﾈｸｼｮﾝ

解放 

解放完了 

「通信中」の基本呼 

pathReplacePropose.re 

ファシリティ 

pathReplaceRetain.re 

ファシリティ 

pathReplacePropose.inv 

pathReplacePropose.re

ファシリティ 

ファシリティ 

呼設定 

pathReplaceSetup.inv 

呼設定受付 

切断 

           中継           

旧ｺﾈｸｼｮﾝ    ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ  

pathReplaceRetain.inv 

ファシリティ 

ファシリティ 

pathReplacePropose.re 

「通信中」の基本呼 

付図 C.4/JS-13874 旧コネクションの一部を維持した輻輳の場合のメッセージシーケンス 
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Ｃ．５ 旧コネクションのすべてを保持した正常手順のメッセージシーケンス例 

付図 C.5/JS-13874に旧コネクションのすべてを保持したＡＮＦ－ＰＲの正常手順の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         中継            中継 
旧ｺﾈｸｼｮﾝ  ＰＩＮＸ   旧ｺﾈｸｼｮﾝ   ＰＩＮＸ    旧ｺﾈｸｼｮﾝ 

要求 
ＰＩＮＸ 

協力 
ＰＩＮＸ 

ファシリティ 

ファシリティ pathReplacePropose.inv

pathReplacePropose.inv 

「通信中」の基本呼 

ファシリティ 

pathReplacePropose.inv 

pathReplaceRetain.rr 

ファシリティ 

pathReplaceRetain.inv 

ファシリティ 

pathReplaceRetain.rr 

ファシリティ 

pathReplaceRetain.rr 

ファシリティ 

pathReplaceRetain.inv 

pathReplaceRetain.inv 

ファシリティ 

ファシリティ 

「通信中」の基本呼 

付図 C.5/JS-13874 旧コネクションのすべてを保持したＡＮＦ－ＰＲの正常手順のメッセージシーケンス 
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付属資料Ｄ（参考） 
 

仕様記述言語ＳＤＬ手順表現 

 

この付属資料の図はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００で定義されたＳＤＬ（仕様記述言語）を使用している。 

 

各図はＰＩＮＸの個々の形でのＡＮＦ－ＰＲ付加サービス制御エンティティの動作を表現している。付加

サービス制御エンティティは、ＪＳ－１１５８２で記述されているプロトコルモデルにしたがって、コー

ディネーション機能経由で、汎用機能転送制御と基本呼制御のサービスを使用する。 

 

出力記号はコーディネーション機能に対するプリミティブを表現し、そのプリミティブは送出されるメッ

セージとなるが、出力記号はメッセージとそのメッセージに含まれる任意のリモートオペレーションＡＰＤ

Ｕの名前が示されている。ＪＳ－１１５７２で規定されたメッセージの場合、メッセージの送出に伴って関

連する基本呼動作が発生したものとみなす。 

 

入力記号はコーディネーション機能からのプリミティブを表現し、そのプリミティブはメッセージの受信

によって発生するが、入力信号はメッセージとそのメッセージに含まれるリモートオペレーションＡＰＤＵ

の名前が示されている。ＪＳ－１１５７２で規定されたメッセージの場合、メッセージの受信に伴って関連

する基本呼動作が発生したものとみなす。 

 

以下の略語が使用される。 

 

inv.  インボークＡＰＤＵ 

res.  リターンリザルトＡＰＤＵ 

err.  リターンエラーＡＰＤＵ 

rej.  リジェクトＡＰＤＵ 

prPropose pathReplacementPropose 

prSetup  pathReplacementSetup 

prRetain pathReplacementRetain 

rN  リルーチング番号 

cI  呼識別 

 

Ｄ．１ 要求ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲのＳＤＬ表現 

 

 付図 D.1/JS-13874は要求ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲサービス制御エンティティの動作を示す。 

 

右からの入力信号と右への出力信号は、メッセージの送受信に関連したコーディネーション機能への、そ

してコーディネーション機能からのプリミティブを表現する。プロトコルタイマの満了および基本呼制御か

らの表示も右からの入力信号によって示される。 

 

左からの入力信号と左への出力信号は、ＡＮＦ－ＰＲ付加サービス制御エンティティとＡＮＦ－ＰＲユー

ザの間の発生事象を表現する。 
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ＪＳ－１３８７４ 

ファシリティ 
 

pr Propose inv. 

rN cI取得
 

Ｔ１開始 

 
PR-要求-開始 

ファシリティ
 

pr Propose err.

Ｔ１停止 
 

ファシリティ
 

pr Retain inv. 

ファシリティ
 

pr Retain res 

ANF-PR
 

成功 

Ｔ１停止 
 

 
呼クリア 

 

 
PR-要求-空き 

切断 
 

(新コネクション) 

 
Ｔ２停止 

 

旧Ｂチャネル 
で 

再接続 

ANF-PR 
 

失敗 

切断 
 

(旧コネクション) 

 
Ｔ２停止 

 

ANF-PR
 

成功 

Ｔ２満了 
 

切断
 

(旧コネクション)

切断 
(新コネクション） 

pr Setup err. 

 
PR-要求-開始 

 
新コネクション 

許可？ 

 
Ｔ１停止 

 

新Ｂチャネルに 
切り替え 
Ｔ２開始 

応答 
(新コネクション) 

pr Setup res. 

Ｙ

 
PR-要求-完了 

呼設定 
pr SETUP inv. 

rN cIマッチング 

Ｎ 

ANF-PR
 

失敗 

付図 D.1/JS-13874 要求ＰＩＮＸ ＳＤＬ図

Ｔ２停止 
 

呼クリア 
 

Ｔ１満了 
 

 
ANF－PR開始 

 
PR-要求-空き 



 

 

 

 

Ｄ．２ 協力ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲのＳＤＬ表現 

 付図 D.2/JS-13874は協力ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲサービス制御エンティティの動作を示す。 

 

左からの入力信号と左への出力信号は、メッセージの送受信に関連したコーディネーション機能への、そ

してコーディネーション機能からのプリミティブを表現する。右からの入力信号はプロトコルタイマの満了

および基本呼制御からの表示を表現する。 
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PR-協力-確立

Ｔ３開始 
 

 
Ｔ３満了 

 

呼設定
(新コネクション)

pr Setup inv. 

Ｔ３停止 
 

 
続行可？ 

次 PINXへの 
旧コネクションが
再利用可？ 

応答
(新コネクション)

pr Setup res. 

新Ｂチャネルに
切り替え 
Ｔ３停止 

切断
 

(旧コネクション)

新コネクション
 

確立失敗 

切断 
 

(新コネクション)

ファシリティ 
(旧コネクション)
pr Propose err.

呼クリア 
 

Ｔ３停止 
 

ファシリティ 
 

pr Retain res. 

 
Ｔ４満了 

 

ファシリティ 
 

pr Retain err. 

 
PR-協力-保持 

 
Ｔ４停止 

 

 
次 PINXへの 

旧コネクションが
再利用可？ 

ファシリティ 
 

pr Propose err. 

 
呼解放 

 

 
Ｔ４開始 

 

ファシリティ 
 

pr Retain inv. 

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ 

Ｙ 

例えば 
pr Setup err.を 
含むであろう 

切断 

 
Ｔ４停止 

 

Ｎ

PR-協力-空き

ファシリティ
 

pr Propose inv.

PR－協力－空き



 

 

 

Ｄ．３ 保持コネクションを持った中継ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲのＳＤＬ表現 

 

 付図 D.3/JS-13874 は保持コネクションを持った協力ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲサービス制御エンティ

ティの動作を示す。 

 

左からの入力信号と左への出力信号は、後位ＰＩＮＸへのメッセージの送信および後位ＰＩＮＸからの受

信に関連したコーディネーション機能への、そしてコーディネーション機能からのプリミティブを表現する。 

 

右からの入力信号と右への出力信号は、前位ＰＩＮＸへのメッセージの送信および前位ＰＩＮＸからの受

信に関連したコーディネーション機能への、そしてコーディネーション機能からのプリミティブを表現する。

プロトコルタイマの満了および基本呼制御からの表示も右からの入力信号によって示される。 
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PR-中継-確立

Ｔ３開始 
 

 
Ｔ３満了 

 

呼設定
(新コネクション)

pr Setup inv. 

Ｔ３停止 
 

Ｎ 
続行可？ 

次 PINXへの 
旧コネクションが
再利用可？ 

応答
(新コネクション)

pr Setup res. 

新Ｂチャネルに
切り替え 
Ｔ３停止 

切断
 

(旧コネクション)

新コネクション
 

確立失敗 

切断 
 

(新コネクション)

ファシリティ 
(旧コネクション)

pr Retain err. 

呼解放 
 

Ｔ３停止 
 

ファシリティ 
 

pr Retain res. 

 
Ｔ４満了 

 

ファシリティ 
 

pr Retain err. 

 
PR-中継-保持 

 
Ｔ４停止 

 

 
次 PINXへの 

旧コネクションが
再利用可？ 

ファシリティ 
 

pr Reatin err. 

 
呼解放 

 

 
Ｔ４開始 

 

ファシリティ 
 

pr Retain inv. 

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ 

Ｙ 

 
Ｔ４停止 

 

例えば 
pr Setup err.を 
含むであろう 

切断 

ファシリティ
 

pr Reatin res. 

ファシリティ 
 

pr Reatin res. 

PR-中継-空き

ファシリティ
 

pr Retain inv. 

PR－中継－空き
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付属資料 E（規定） 
 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.２０８／Ｘ.２０９によるＡＳＮ.１定義 

 

本付属資料は、ISO/IEC 13874の第二版に定義されたすべての ASN.1モジュールをリストしている。つま

り、ITU-T勧告 X.208/X.209に基づいている。また、ISO/IEC 13874の ASN.1モジュールは、本版から ITU-T

勧告 X.680/X.690に対応する。QSIG実装の基本として使用されるこれらモジュールのいずれの版数に関わら

ず、コーディングが更新されていないことに注意する。X.680/X.690 ASN.1 に基づくモジュールへの次版の

更新は、本付属資料のモジュールに反映していない。 

 
 

表 E.１－パス張り替えオペレーション－ITU-T勧告 X.208/X.209に基づく 

 
 
Path-Replacement-Operations 

{iso standard pss1-path-replacement (13874) pr-operations (0)} 
 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::= 
 
BEGIN 
 
IMPORTS             OPERATION, ERROR FROM Remote-Operation-Notation 

{joint-iso-ccitt(2) remote-operations(4) notation (0)} 
Extension FROM Manufacturer-specific-service-extension-definition 

{iso standard 
pss1-generic-procedures (11582) msi-definition (0)} 

notAvailable, supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
FROM General-Error-List 

{ccitt recommendation q 950 general-error-list (1)} 
PartyNumber FROM Addressing-Data-Elements 

{iso(1) standard(0) pss1-generic-procedures(11582) 
addressing-data-elements(9)}; 

 
PathReplaceInvite ::= OPERATION 

ARGUMENT DummyArg 
ERRORS { 

notAvailable, 
temporarilyUnavailable, 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
criteriaPermanentlyUnachievable, 
criteriaTemporarilyUnachievable, 
invalidRerouteingNumber, 
unrecognizedCallIdentity, 
establishmentFailure, 
collision, 
unspecified 
} 
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表 E.１－パス張り替えオペレーション－ITU-T勧告 X.208/X.209に基づく（続き） 

 
 

PathReplacePropose ::= OPERATION 
ARGUMENT PRProposeArg 
ERRORS { 

notAvailable, 
temporarilyUnavailable, 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
criteriaPermanentlyUnachievable, 
criteriaTemporarilyUnachievable, 
invalidRerouteingNumber, 
unrecognizedCallIdentity, 
establishmentFailure, 
collision, 
unspecified 
} 

 
PathReplaceSetup ::= OPERATION 

ARGUMENT PRSetupArg 
RESULT DummyResult 
ERRORS { 

criteriaPermanentlyUnachievable, 
criteriaTemporarilyUnachievable, 
invalidRerouteingNumber, 
unrecognizedCallIdentity, 
temporarilyUnavailable, 
unspecified 
} 

 
PathReplaceRetain ::= OPERATION 

ARGUMENT PRRetainArg 
RESULT DummyResult 
ERRORS { 

notAvailable, 
temporarilyUnavailable, 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
criteriaPermanentlyUnachievable, 
criteriaTemporarilyUnachievable, 
invalidRerouteingNumber, 
unrecognizedCallIdentity, 
establishmentFailure, 
unspecified 
} 
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表 E.１－パス張り替えオペレーション－ITU-T勧告 X.208/X.209に基づく（続き） 

 
 

PRProposeArg ::= SEQUENCE { 
callIdentity CallIdentity, 
rerouteingNumber PartyNumber, 
extension CHOICE { 

[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 

} OPTIONAL 
} 
 

PRSetupArg ::= SEQUENCE { 
callIdentity CallIdentity, 
extension CHOICE { 

[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 

} OPTIONAL 
} 

 
PRRetainArg ::= SEQUENCE { 

callIdentity CallIdentity, 
rerouteingNumber PartyNumber, 
extension CHOICE { 

[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 

} OPTIONAL 
} 
 

DummyResult ::= CHOICE { 
NULL, 
[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 

} 
 
DummyArg ::= CHOICE { 

NULL, 
[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 

} 
 

CallIdentity ::= NumericString (SIZE(1..4)) 
 
pathReplacePropose PathReplacePropose ::= 4 
pathReplaceSetup PathReplaceSetup ::=     5 
pathReplaceRetain PathReplaceRetain ::=    6 
pathReplaceInvite PathReplaceInvite::=      86 
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表 E.１－パス張り替えオペレーション－ITU-T勧告 X.208/X.209に基づく（最終） 

 
 

temporarilyUnavailable 
ERROR ::= 1000 

-- オペレーションが一時的に利用不可となり、他のエラーのどれも当てはまら
-- ない場合－のちの試行では成功する 

 
collision        ERROR ::= 1001 

-- pathReplacePropose invoke APDUを送信したPINXが 
-- pathReplacePropose invoke APDUを受信した場合 

 
criteriaPermanentlyUnachievable 

ERROR ::= 1002 
-- 必要なリソースが永久的に利用不可のため、要求された特定の基準を 
-- 達成できない場合 

 
criteriaTemporarilyUnachievable 

ERROR ::= 1003 
-- 必要なリソースが一時的に利用不可のため、要求された特定の基準を 
-- 達成できない場合－のちの試行では成功する 

 
invalidRerouteingNumber 

ERROR ::= 1004 
-- Called party number情報要素が新しいコネクションを設立するための 
-- 有効な値ではないために、新しいコネクションが設立できない場合 

 
unrecognizedCallIdentity 

ERROR ::= 1005 
-- 要求しているPINXで古いコネクションに関連付けられないため、 
-- 新しいコネクションが設立できない場合 

 
establishmentFailure 

ERROR ::= 1006 
-- 新しいコネクションが設立できず、他のエラーに当てはまらない場合 

 
Unspecified      ::= ERROR PARAMETER Extension 
unspecified      Unspecified ::= 1008 

-- 可能な限りパス張り替えオペレーションの他の情報とともに 
-- メーカー特有エラーを通知する場合 

 
END 
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